
し
、
尋
問
し
判
決
を
与
え
罪
の

軽
い
も
の
は
、
当
役
所
の
牢
獄

に
拘
留
し
、
買
い
も
の
は
金
沢

の
公
事
場
に
護
送
し
て
罪
科
に

服
せ
し
め
る
役
な
の
で
、
，
当
時

の
人
民
か
ら
非
常
に
畏
怖
せ
ら

れ
て
い
た
。

，
最
近
踏
波
郡
野
村
の
助
役
さ

ん
の
家
か
ら
発
見
さ
れ
た
古
文

書
に
は
、
ハ
富
山
新
聞
八
田
氏

た。
郡
代
所
に
は
郡
代
一
人
与
力

五
人
足
軽
三
十
九
人
、
小
頭
三

人
横
目
三
人
、
留
書
四
人
の
役

入
が
置
か
れ
で
あ
っ
た
。

寛
永
四
年
ハ
西
一
六
二
七
〉
町

奉
行
が
置
か
れ
た
時
大
昔
主
馬

は
初
代
の
町
奉
行
に
も
な
っ
た

そ
と
で
主
馬
は
寛
永
四
年
に

当
地
に
赴
任
し
.
同
十
三
年
ハ
西

発 ‘行所
魚種市田万町80・番地

魚津市役所
秘書人事・疎
飼瞬発行人清河七良
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定

例

市

議

会

富

山

産

業

博

参

加

の

件

等

審

議

魚種市荒町
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|十と 大古えな に塚た行小
、碑官こき勝墓二立の杉く学本
面主れをち 石 本つ上のと校江
を馬が物にがのてに大、の道
よ厚魚語苔あ杉い、木道前を
く用津 つ む つ の る 昔 が の か 辿
調の初てして問。を二左らつ
ら墓代いて、に 語 株 側 、 て
ベでのる、基は る 、 に 三
てあ郡。相面 ，、 か小年百下
見る代 当はソJ、 の高老米野
る。、 ，に消さ 様いい位方

伏
J
-

大
量
日
・
主
馬
厚
用
の
墓

故
遠
戚
院
一
殿
享
安
日
全
大
居
士

と
正
面
に
書
か
れ

右
側
面
に
は

石
塔
造
立
意
趣
者
、
惟
時
享
保

二
十
乙
卯
季
、
献
擬
乾
徳
院
殿

凡
百
遠
忌
追
薦
者
。

ω

と
造
立
の
趣
意
と
年
号
が
ほ
ら

れ
で
あ
る
c
享
保
二
十
年
は
ハ
西

記
一
七
三
五
)
今
か
ら
二
百
十

七
年
前
で
あ
る
。

元
和
一
克
年
ハ
西
一
六
一
五
)
A
7

か
ら
約
三
百
三
十
年
前
、
一

国

一
城
の
制
に
よ
り
魚
津
械
は
一般

披
と
な
っ
て
取
鼓
さ
れ
、
披
代

が
巌
止
さ
れ
郡
代
所
が
置
か
れ

部
川

開
始
川

ーーー・.... 

111111111 

" 1111111年
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ルA
L

一
六
=
ヱ
ハ
〉
死
去
に
至
る
ま
で

九
年
間
当
地
の
行
政
に
あ
づ
か

っ
て
い
た
の

で
あ
る
。

当
初
町
奉

行
は
郡
奉
行

も
兼
ね
て
い

た
の
で
、
越

中
=
一
郡
ハ
新

川
郡
、
碗
波

郡
、
射
水
郡
〉

五
十
四
万
石

を
安
回
し
た

も
の
で
あ
る

郡
奉
行
は

圏
内
を
巡
察

し
、
罪
状
あ

る
も
の
を
捕

縛
し
、
拘
置

提
供
〉利

波
郡
野
村
島
の
内
、
石
原

野
聞
に
、
総
河
に
ど
ろ
を
も
り

来
年
草
高
入
俵
、
そ
の
来
年
句

五
O
俵
、
新
開
仕
り
、
市
て
後
一ヲ

年
可
致
以
成
次
第
、
開
作
仕
り
一

度
旨
を
、
無
構
所
に
於
て
、
申
一

付
候
問
、
従
而
其
来
年
除
、
夫
一

限
に
米
相
成
、
ご
つ
に
納
所
上
一

可
指
者
也

・

一

寛
永
九
年
一
月
十
八
日
‘
一

大
菅
主
馬
厚
用
書
剣
一

笹

島

豊

前

審

判

一

利

波

郡

野

村

島

内

一

島
村
達
郎
左
衛
門
方
.

こ
の
古
文
書
に
依
っ
て
大
菅

主
馬
は
嫡
波
地
方
ま
で
も
、
支

配
さ
れ
て
い
た
事
が
裏
書
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

報広市津魚

参
と
馬
鈴
薯
の
増
反
て

l
l今
年
の
凶
作
釣
策

l
l

今
年
は
近
年
に
な
い
様
な
凶
作
の
情
況
で
、

こ
の
対
策
と
し
て
二
毛
作
に
よ
る
食
糧
の
増
産

を
計
る
と
と
が
是
非
必
要
で
あ
り
ま
す
が
、
今

年
は
麦
、
馬
鈴
薯
等
を
例
年
の
二
倍
に
増
反
じ

て
食
糧
を
確
保
し
て
下
さ
い
。

一
、
麦
の
橋
種

十
月
上
旬
は
麦
の
播
種
適
期
で
す
。
昨
年
の

倍
を
目
標
と
し
て
、
出
来
る
だ
け
多
く
播
い

て
下
さ
い
。
種
子
は
出
来
る
だ
け
保
有
し
て

い
る
中
か
ら
よ
り
良
い
も
の
を
選
ん
で
下
さ

・

.
B
U

一
二
、
馬
鈴
薯
の
種
子
確
保

一

馬
鈴
薯
の
種
馨
は
、
自
家
産
の
も
の
を
、
植

一

付
期
ま
で
な
る
だ
け
多
く
保
存
し
て
下
さ
い

一
不
足
の
種
馨
に
つ
い
て
は
早
〈
農
協
と
連
絡

一
し
て
確
保
す
る
よ
う
に
努
め
て
下
さ
い
J

一
其
の
他
換
金
作
物
と
し
て
、
業
種
、
玉
葱
等
の

一
増
産
と
共
に
家
蓄
を
取
入
れ
て
畜
産
物
に
よ
り

一
牧
入
の
増
加
を
図
っ
て
下
さ
い
。

昭和 28年 10月1日発行

富
山
博
魚
津
会
場
の

ス

タ

ン

プ

三

種

脚
網
沈
下始

ま
ろ

仰
の
「
シ
ー
ズ
ン
」
が
近
づ

き
鯛
大
敷
網
の
沈
下
作
業
で
、

浜
が
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
従
来

魚
津
経
団
浦
で
は
、
定
第
一
一

九
号
、
沖
佐
吉
大
謀
網
ハ
旧
下

中
島
村
地
先
〉
経
営
者
魚
潜
水

昭
和
ご
十
九
年
四
月
十
一
日

か
ら
六
月
四
日
ま
で
、
開
催
さ

れ
る
富
山
博
魚
津
会
場
は
、
水

族
館
を
初
め
、
天
然
記
念
物
魚

湾
埋
没
林
な
ど
、
魚
津
海
辺
に

於
け
る
特
種
の
施
設
を
以
て
、

富
山
湾
に
於
け
る
豊
富
な
魚
族

を
紹
介
し
、
叉
往
古
埋
没
す
る

ぐ1) 
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叡税令書受行 10月15日

期

一

&
E
'

P

、
昨
年
=
一
回
受
け
た
者
は

一
ふ

4
0

一
回
だ
け
受
れ
ば
よ
い

一
ふ

M
ル

ハ

=-v接
種

料

金

云

，

J

注
射
の
実
費
と
し
て

一

の

三
回
受
け
る
も
の
は

一
噌
週
，

|
|
九
十
円

一

aE

・

面

受

け

る

も

の

は

ム

ヨ

ー
ー
一
一
一
十
円

一

'

を
民
く
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す

一

，

E
E

の
で
当
日
御
持
参
下
さ
い
。

一l
i
l
-

-

珍
し
い
動
物
は

一

史

蹟

標

柱

が

建

博

覧

会

の

一

松

倉

城

動

物

舎

へ

一一

史

蹟

の

顕

彰

来
年
四
月
か
ら
聞
か
れ
る
博

一一

魚
津
市
文
化
財
保
存
会
で
は

覧
会
の
為
に
種
々
な
計
画
が
事

一
市
内
存
在
の
史
跡
名
勝
等
の
保

務
局
で
樹
て
ら
れ
て
い
ま
す
が

一存
顕
彰
に
就
て
、
着
々
計
画
実

一
施
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
理
事

子
供
に
生
き
た
教
材
と
す
る
た

一一会
に
於
て
調
査
の
結
果
第
一
固

め
の
動
物
舎
も
つ
〈
ら
れ
る
と

一
の
詮
衡
分
と
し
て
、
左
の
十
五

と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
正

一
γ
所
に
標
柱
右
建
て
ふ
、

顕
彰

一
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
c

事
務
局
で
は
市
内
で
捕
え
た
種

一
一
、
怯
倉
披
祉

ゐ
の
珍
し
い
動
物
を
あ
つ
め
る

一

ハ
怯
倉
地
区
鹿
熊
)

一
一
、
天
神
山
域
社
及
先
住
民
族

為
に
市
民
の
協
力
を
要
望
し
て

一一

の
遺
跡
ハ
西
布
施
地
区
天

い
ま
す
。

一

神
山
〉

一
、
大
一菅
主
馬
の
墓

ハ
下
野
方
地
区

本
江
〉

一
、
青
山
佐
波
守
父

子
の
墓

ハ
下
中
島
地
区

住
吉
〉

一
、
升
方
城
祉

〈
上
中
島
地
区

祈
方
U

一
、
魚
津
城
祉

，
〈
魚
津
)

予
防
注
射
実
施

第三

納期fhnR318です

r必す、実月日まで、vz
手思め丘

一

票

+
+
+
 

一
+
+
a

一

+
+

一
+

+

+

天

神

山

頂

己

主

百

燭

光

+

一，

+

十

+

+

i

一

本
市
、
天
神
山
は
、
黒
東
平

一
た
の
で
、
今
回
魚
津
、
経
回
向

一
野
の
中
央
に
位
置
し
、
宮
山
湾

一
漁
業
協
同
組
合
が
主
力
と
な
り
一
九
月
十
一
日
ハ
金
)

一
を
一

望
に
納
め
得
る
、
風
光
明

一
富
山
県
、
及
魚
津
市
が
援
助
七
一
博
覧
会
運
営
委
員
会
開
催

一
掬
な
標
高
-
六
=
采
の
山
で
あ

一
て
高
き
二
十
四
米
、
五

O
O燭
一
企
+
=
日
ハ
土
〉

一
り
ま
す
が
、
其
の
怯
林
は
、
航

一
光
の
鉄
塔
に
よ
る
標
識
燈
を
再
一
魚
津
埋
没
林
を
県
政
二

1

一
行
田
標
保
安
林
と
し
て
、
其
の

…
建
し
て
、
其
の
竣
工
式
を
九
月
一

一

日

一
ス
に
綴
影

一
伐
採
を
禁
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
よ
う

一
二
十
六
日
天
神
山
麓
光
学
坊
に
一
石
川
県
大
型
寺
町
議
会
議
員

一
に
目
標
と
し
て
は
、

E
に
恰
好

一
於
て
仏
式
に
よ
り
荘
厳
に
挙
行
一
等
上
水
道
視
察
の
た
め
来
市

千
の
山
で
あ
り
ま
す
。
と
の
山
頂

一
し
ま
し
た
。

一
全
十
三
日
ハ
日
〉

一
に
従
来
よ
り
、
魚
津
市
小
川
寺

一

此
の
標
識
燈
が
完
成
さ
れ
た
一
靖
国
神
社
参
拝
遺
氾
壮
行
式

一光
学
坊
前
休
職
、
大
谷
清
晃
師

一
事
に
よ
り
、
魚
津
市
約
六

O
O
一

一

一

一

挙

行

一
の
篤
志
に
よ
り
、
大

E
十
三
年

一
隻
の
漁
船
は
勿
論
、
東
は
生
地
一
全
十
四
日
(
月
)

一夜
間
標
識
燈
が
建
立
さ
れ
、
写

↑
町
よ
り
、
屈
は
四
方
町
方
面
ま
一
中
新
川
郡
雄
山
町
か
ら
各
種

T

一続
き
現
住
職
大
谷
清
瑞
師
が
其

一
で
此
れ
を
利
用
し
、
叉
山
間
部
一
団
体
長
が
合
併
視
察
の
た
め

一
、
町
奉
行
所
跡
(
魚
津
〉

一
の
管
理
に
差
ら
れ
、
富
山
湾
航

一
落
民
に
至
る
ま
で
其
の
恩
恵
を
一
来
市

二
新
川
県
庁
跡
ハ
魚
津
〉

一
行
般
舶
の
燈
台
と
し
て
叉
漁
場

↑蒙
る
の
で
、
今
後
魚
津
市
の
名
一
中
新
川
郡
滑
川
町
議
会
議
員

一
、
小
員
嬢
及
立
器
の
句
碑

一
を
知
る
上
の
目
標
物
と
し
て
、

一
物
と
し
て
富
山
湾
一
帯
を
照
す
一
等
上
水
道
視
察
の
た
め
来
市

ハ
魚
津
)

一漁
民
に
親
し
ま
れ
て
ま
い
り
ま

一
事

で

あ

り

ま

せ

ろ

。

÷

一

守

‘

一
全
十
五
日
ハ
火
〉

一
、
天
然
記
念
物
大
沢
地
鎮
杉

一
し
た
が
、
約
三
十
年
b
7-

経
過
し

一

〈
写
真
は
標
識
燈
〉
一
市
議
会
建
設
委
員
会
開
催

ハ
西
布
施
大
沢
〉
三

O
O燭
光
の
楳
識
燈
で
あ
っ

一

一
企
十
六
日
ハ
水
〉

一
市
議
会
議
員
協
議
告
開
催

一
県
議
会
農
林
委
員
稲
作
状
況

一
視
察
の
た
め
来
市

全
十
七
日
(
木
〉

江
口
食
糧
庁
質
入
課
長
補
佐

、
官
稲
作
状
況
視
察
の
た
め
来

市

人

口

四
ノ¥

ノ¥

人

出

生

「
か
ら
守
る

J

涼
し
い
秋
の
訪
れ
と

ミ
寸
」
と
も
に
子
供
さ
ん
た
ち

ぜ
の
大
敵
で
あ
る
『
百
貝

行
一
円
口
せ
き
』
の
流
行
期
に
入

5
7
I
り
ま
す
の
で
、
そ
の
時

三

守

を

ね

ら

っ

て

市

で

は

定

U
一

期

の

予

防

注

射

を

実

施

月
一
致
し
ま
す
か
ら
、
左
に
該
当
さ

o
一
れ
る
お
子
供
さ
ん
は
必
ず
注
射

-
一
を
受
け
ら
れ
る
様
、
御
願
い
致

A
-
し
ま
す
。

日

ω
一
街
詳
し
い
事
は
各
支
所
か
ら

和
』
通
知
が
お
り
ま
ず
。

昭
一

cv霞
当
者

ィ
、
昭
和
二
十
七
年
九
月
一

日
か
ら
昭
和
二
十
八
年

五
月
=
一
す
一
目
、
迄
の
聞

に
生
れ
た
者

p
.

未
だ
注
射
を
受
け
た
と

と
の
な
い
七
才
迄
の
者

ハ
、
昨
年
注
射
を
受
け
た
者

Q
3
接
種
回
数

ィ
、
生
後
初
め
て
受
け
る
も

の
と
未
だ
受
け
た
こ
と

の
な
い
者
は
、
=
一
回
受

け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

死

亡

女脅

女男女男

三三九二

四‘

人

姻

一
六
人

一
八
組

つ

議

燈

r.:!:w 
フ巴

成

納
税
貯
蓄
組
合
推
進
協
議
会

一

開
催

一

全

白
十
九
日
ハ
士
〉

一

県
農
襲
委
員
会
並
び
に
金
沢

一

国
税
局
よ
り
作
柄
調
査
の
た

一

め
来
市

一

企
=
十
日
ハ
日
〉

一

文
化
財
保
護
姿
員
会
よ
り
加

一

藤
、
佐
野
事
務
官
会
計
事
務
一

調
査
の
た
め
来
市

一

全
二
十
一
日
ハ
月
)

一

魚
津
駅
改
築
促
進
委
員
会
開

一

催石
川
県
美
川
町
議
会
議
員
等

上
水
道
視
察
の
た
め
来
市

早
月
川
合
口
事
業
の
件
に
つ

き
市
長
常
願
寺
建
設
事
務
所

に
出
張

全
=
十
三
日
ハ
水
〉

秋
分
の
日

大
町
小
学
校
講
堂
落
成
式

北
陸
考
古
学
会
総
会
を
市
立

図
書
館
で
開
催

企
=
十
亙
臼
(
金
)

市
議
会
農
林
蚕
員
会
開
催

丸
月
十
一
目
か
ら
九
月
=
十
五
日
ま
で

念
物
つ
な

ぎ
か
や

ハ
松
倉
地

区
坪
野
)

一
、
御
旅
屋

跡
ハ
魚
樟
〉

一
、
桃
原
寺

水
吐
の
龍

(魚
津
〉

一
、
阿
波
加

惰
造
先
生

宅
跡〈魚

津
〉

一
、
高
円
堂

用
水

〈
天
神
地
区
東
山
〉

村

財

政

課

長

縮

狩

任

赤
い
羽
根
を
つ
け
、
ま
し
ょ
う

日

か

ら

会

国

一

斉

K
運

動

「
赤
い
羽
根
」
共
同
募
金
運

動
は
昭
和
二
十
三
年
に
始
め
ら

れ
て
か
ら
今
年
で
七
回
目
に
な

り
ま
す
。
毎
年
皆
さ
ん
の
御
理

解
に
よ
っ
て
好
成
績
を
あ
げ
て

居
り
ま
す
。

今
年
も
十
月
一
日
か
ら
三
十

日
ま
で
の
一
ヶ
月
の
問
、
全
国

一
斉
に
「
赤
い
羽
操
」
の
募
金

運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

御
承
知
の
よ
う
に
共
同
募
金

は
孤
児
な
ど
か
わ
い
そ
号
な
子

供
ぎ
の
養
育
や
、
身
寄
り
の
な

い
ん
気
の
毒
な
老
人
の
た
め
の
養

護
施
設
や
、
恵
ま
れ
な
い
ん
々

に
温
い
保
護
を
与
え
る
施
設
や

に
な
り
ま
し
た
。

財
政
課
長
に
就

任
以
来
、
七
、
一

水
害
の
復
興
に
、

納
税
意
慾
の
喚
起

学
校
其
の
他
の
公

共
施
設
の
建
設
等

に
、
市
の
財
政
面
を
あ
づ
か
る

課
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
お
ら

れ
ま
し
た
の
で
、
こ
の
際
の
栄

転
は
各
方
面
か
ら
惜
し
ま
れ
て

お
り
ま
す
。

東

璃

波

地

方

事

務

所

長

巳

福
祉
施
設
な
ど
を
つ
く
り
、
お

互
い
に
は
げ
ま
し
合
い
、
明
る

い
住
み
よ
い
社
会
に
す
る
た
め

の
大
き
な
役
割
を
も
つ
の
で
す

今
年
の
魚
津
市
の
募
金
目
標

額
は金

五
拾
六
万
参
千
四
百
四
拾

円
で
す
。

貴
方
の
胸
に
、
帽
子
に
、愛
情

の
「
赤
い
羽
根
」
を
つ
け
て
下

さ
い
。

市
共
同
募
金
委
員
会

. -. 
_._ . 

員

昭
和
二
十
七
年
七

月
県
人
事
課
か
ら
出

同
の
村
除
宅
財
政
課

誌
は
、

.今
度
の
県
人

帯
異
動
で
東
嘱
波
地

必
事
務
所
長
に
栄
転

脇
町
公
認
お
出
下
さ
い

醤

魚

津

町

敬

老

会

魚
津
公
民
館
主
催
、
魚
津
町
婦
人

会
、
大
町
、
村
木
俊
下
青
年
凶
後
援

で、

m和
二
十
入
年
度
の
敬
老
会
を

十
月
凶
伺
〈
日
〉
午
後
一
時
か
ら
大

町
小
学
校
新
講
堂
で
開
催
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

招
待
者
は
七
十
才
以
上
で
、
明
治

一
七
年
一
月
一
五
日
以
前
に
生
れ
た

方
で
あ
り
ま
す
。

..

当
日
余
興
と
し
て
、
義
太
夫
、
，
砲

童
劇
、
舞
踊
等
多
種
番
組
が
あ
り
ま

す
ι
「
お
じ
い
さ
ん
‘
お
ば
あ
さ
ん
」

元
気
で
お
い
で
下
さ
い
、
今
か
ら
待

っ
て
居
り
ま
す
。

曝
書
(
本
の
虫
ぼ
し
)

休
館
の
お
知
ら
せ
日

毎
年
実
施
し
て
お

b
ま

す
「
本
の
虫
ぼ
し
」
「
本

の
修
理
」
な
ど
の
た
め

次
の
様
に
休
館
ヤ
た
し

ま

ず

か

ら

御

承

・知

下

3

uv
，
 

コU

一、
'
期

日

十

月

一

日

よ
b
十

月

十

日

ま

で

|

|

十

日

間

十
ト
コ
映
画
の

巡
回
に
つ
い
て

今
月
の
「
ア
ト
コ
'映
画
」
は
左

記
の
フ
ィ
ル
ム
に
よ
り
巡
回
を

十
月
十
三
日
ま
で
実
施
い
た
し

ま
す
か
ら
御
申
込
み
下
さ
い
。

街
今
月
は
農
繁
期
で
も
あ
り

い
ろ

l
¥お
い
そ
が
し
い
こ
と

L
存
じ
ま
す
の
で
、
映
写
御
希

望
の
申
込
み
だ
け
巡
回
い
た
し

ま
す
か
ら
御
承
知
下
さ
い
。

ー
フ
ィ
ル
ム
題
名

l

一

、

村

の

素

顔

・

て
警
察
の
仕
事

会友猟す放堆 .を

(
魚
津
公
民
館
〉

一

、

電

球

の

科

学

一

、

県

政

ニ

ュ

ー

ス
(
五
号
)

一
、
下
目
黒
船
祭

一

、

新

し

い

か

ど

で

一、

・
新

聞

の

自

由

筒
映
写
機
の
都
合
に
よ
り
十
一

一
月
分
(
十
月
十
四
日
，よ
り
十
一

一
月
十
二
日
〉
の
巡
回
は
休
止

F

す
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す

か
ら
御
承
知
下
さ
い
。

a
t
.
t
a，. 

@
去
る
三
十
日
の
定
例

で
市
長
か
ら
国
鉄
、魚
津
駅
の

増
改
築
が
本
省
で
二
寸
布
日

附
で
本
決
り
に
・決
定
し
た
こ

と
を
報
告
。
来
年
の
博
覧
会

¥
ま
で
に
は
間
に
合
ふ
機
に
努

カ
す
る
と
の
国
鉄
当
局
の
話

で
あ
る
。

何
せ
明
治
年
聞
に
建
っ
て
、

つ
ぎ
は
ぎ
の
老
駅
だ
け
に
喜

ば
し
く
。
来
年
の
四
月
に
は

閉
る
い
ス
マ
ー
ト
な
駅
が
市

民
に
お
目
鬼
え
し
よ
う
。

@
近
頃
市
役
所
女
子
職
員
の
間

で
人
形
づ
く
り
が
大
流
行
、

家
マ
造
ら
れ
・
?
人
形
も
一
度

は
役
所
む
机
に
飾
ら
れ
る
の

で
男
子
職
員
、
い
な
が
ら
に

し
て
き
れ
い
な
人
形
を
み
せ

て
貰
え
る
と
大
喜
び
。

り押と豆けのにたでい請林きしの魚に焼か増に 放羽上ま
まし刻震 で環 は堆 、たさ省きよ名津ものり 殖 よこし(野し前
すて印墨あが、の放もれへにう所をし猟将をつのま雄方たの
のあ がどりつ金羽しのて申農とと雑て場来はて矯じ一平均?広

た羽に‘報
。、於去で

メてるも
ス第九お
三一月知
羽回十ら
)分九せ
を四日し

御場た下で
知合りさ
ら』ましし、こ
せ、た。の
下支こ筒惟
さ所の若は
い WG婚し捕
。はを傷鐙
農捕つし
林躍いな
課してい
へたいで


